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代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 池田 俊夫 

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名) 亀山 重夫 (TEL)0866(62)0923

四半期報告書提出予定日 平成25年8月9日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有・無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有・無 （アナリスト向け） 

（百万円未満切捨て） 
１．平成25年12月期第２四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年6月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年 12月期第２四半期 2,742 20.5 △788 － △655 － △670 －
24年12月期第２四半期 2,276 △59.6 △876 － △856 － △972 －

（注） 包括利益   25年12月期第２四半期 △554百万円（－％）  24年12月期第２四半期 △956百万円（－％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

25年 12月期第２四半期 △197.25 －
24年12月期第２四半期 △286.06 －

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

25年 12月期第２四半期 11,532 4,305 37.1 
24年 12月期 9,389 4,852 51.4 

（参考）自己資本   25年12月期第２四半期 4,275百万円      24年12月期 4,829百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
24年 12月期 － － － 0.00 0.00   
25年 12月期 － 0.00   

25年 12月期(予想)   － 5.00 5.00   

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有・無 

 
３．平成25年12月期の連結業績予想（平成25年1月1日～平成25年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 8,390 43.7 139 － 119 － 108 － 31.87

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有・無 

 



 

 

４．その他  
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：有・無 

 新規 １社 （社名） アプリシアテクノロジー㈱ 、  除外 －  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （1）当四半期連結累計期間に

おける重要な子会社の異動」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有・無 

（注）詳細は添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有・無 

② ①以外の会計方針の変更 ：有・無 

③ 会計上の見積りの変更 ：有・無 

④ 修正再表示 ：有・無 

（注） 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第 10 条の５に該当するものでありま

す。詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針・会計上の見積

りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 25年12月期2Ｑ 3,400,000株 24年12月期 3,400,000株

② 期末自己株式数 25年12月期2Ｑ 472株 24年12月期 416株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 25年12月期2Ｑ 3,399,581株 24年12月期2Ｑ 3,399,634株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは
終了しておりますが、この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外で
あります。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する
定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては雇用情勢や輸出動向などは緩やかな回復傾向が

見られしたが、南欧の債務危機や新興国の成長率鈍化など先行き不透明な状況が続いておりました。 

 一方、わが国経済は、平成24年12月に発足した新政権による経済政策・財政政策を背景とした円高の是正や株価

上昇など景気回復の兆しが見られましたが、企業の設備投資や個人消費の拡大までには至らない状態で推移いたし

ました。 

 当社グループの属する半導体・液晶業界におきましては、パソコンやフラットパネルディスプレイにつきまして

は、需要が低迷しました。また、スマートフォンやタブレット用途の中小型パネル、半導体につきましては、需要

拡大で好調に推移いたしましたが、設備投資は限定的なものとなりました。 

 このような経営環境のなか、当社グループは半導体製造装置、有機ＥＬ塗布装置の営業強化、新規装置開発に取

り組むとともに、全社的にコスト削減に取り組んでまいりました。また、平成25年１月にはアプリシアテクノロジ

ー株式会社を新たに連結子会社としたことにより、洗浄装置開発の加速を進めるとともに営業活動を積極的に行っ

てまいりました。 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,742百万円（前年同期比20.5％増）、営業損失788百

万円（前年同期は営業損失876百万円）、経常損失655百万円（前年同期は経常損失856百万円）、四半期純損失670

百万円（前年同期は四半期純損失972百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①プロセス機器事業 

 半導体装置部門につきましては、半導体メーカーが設備投資に慎重になっているため、納期・価格ともに厳し

い状態が続いておりますが、当部門の売上高は172百万円（前年同期比95.6％増）となりました。 

 搬送装置部門につきましては、引き続き納期などは厳しい状況ですが、売上高は740百万円（前年同期比

24.8％減）となりました。  

 洗浄装置部門につきましては、第１四半期連結会計期間よりアプリシアテクノロジー株式会社を連結範囲に含

めたため、新たに売上高832百万円の計上となりました。 

 コーター部門につきましては、液晶テレビ需要の低迷によりカラーフィルター製造装置は激減し、当部門の売

上高は274百万円（前年同期比52.5％減）となりました。 

 以上の結果、プロセス機器事業の売上高は2,020百万円（前年同期比22.3％増）、営業損失794百万円（前年同

期は営業損失841百万円）となりました。 

②金型・樹脂成形事業 

 金型・樹脂成形事業につきましては、デジタル家電製品向け材料を主体としておりますが、納期や製品価格に

ついては依然として厳しい状況が続いております。 

 以上の結果、金型・樹脂成形事業の売上高は721百万円（前年同期比15.7％増）、営業利益５百万円（前年同

期は営業損失34百万円）となりました。 

                 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

（資産） 

  当第２四半期連結会計期間末における流動資産は63億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億33百万円

の増加となりました。これは、「仕掛品」の増加が主な要因であります。固定資産は52億８百万円となり、前連

結会計年度末に比べ13億９百万円の増加となりました。これは、連結子会社取得による土地・建物等の増加が主

な要因であります。 

 この結果、総資産は115億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億42百万円増加いたしました。  

（負債）  

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は63億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億64百万円

の増加となりました。これは、連結子会社の取得に伴う「短期借入金」の増加及び「前受金」の増加が主な要因

であります。固定負債は９億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ25百万円の増加となりました。これは、

連結子会社の取得に伴う「退職給付引当金」の増加が主な要因であります。 

 この結果、負債総額は72億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億89百万円増加いたしました。  

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は43億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億47百万

円の減少となりました。これは、四半期純損失の計上等による「利益剰余金」の減少が主な要因であります。 

 この結果、自己資本比率は37.1％（前連結会計年度末は51.4％）となりました。 

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は７億75百万円と

なり、前連結会計年度に比べ92百万円の増加となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果、使用した資金は148百万円(前年同期は163百万円の支出) とな

りました。これは主に、売上債権の減少、たな卸資産増加等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果、使用した資金は101百万円(前年同期は152百万円の支出)となり

ました。これは主に「有形固定資産の取得による支出」等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果、得られた資金は270百万円(前年同期は68百万円の収入)となり

ました。これは主に「短期借入金の増減額」の増加等によるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年８月５日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。   

    

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間において、アプリシアテクノロジー株式会社の株式を新たに87％取得したため、アプ

リシアテクノロジー株式会社及びその子会社３社を連結の範囲に含めております。    

    

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

    

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更   

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽

微であります。  

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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  当社グループは、前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間において、継続的な営業損失及び営業キャッシ

ュ・フローのマイナスを計上しております。これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当社といたしましては、当該状況を解消又は改善するために、次の対応策に取り組んでまいります。  

 半導体製造プロセス装置の販売拡大に取り組んでまいりますとともに、経費の削減、装置原価の低減、研究開発テ

ーマの絞込み等を実施し業績の改善を図ってまいります。 

さらに、平成25年１月より組織・人員体制の見直しを実施し、システム機器部と液晶装置部を廃止し、営業部、技

術部、製造部の３部制としました。このことにより営業力の強化、製品の品質と製造効率の向上、固定費の圧縮や経

営効率の向上を図り、継続成長への基盤を強化してまいります。 

また、将来に向けてコスト競争力をつけるため、事業規模の最適化を図ることが必要であると判断し、事業構造改

革の一環として、組織や人員体制のスリム化を図るため希望退職者の募集を行いました。  

財務面については、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は37.1％であり、資金計画において必要資金は確

保できる見込みであるため、財務面及び資金面に支障はないものと考えております。  

 以上のことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する注

記」は記載しておりません。  

   

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 770,634 779,846

受取手形及び売掛金 1,703,511 1,427,403

電子記録債権 － 43,757

たな卸資産 2,836,447 3,941,541

繰延税金資産 5,449 6,504

その他 174,404 126,992

貸倒引当金 － △2,357

流動資産合計 5,490,447 6,323,688

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,581,221 2,166,280

機械装置及び運搬具（純額） 517,084 632,269

土地 994,296 1,202,846

その他（純額） 304,682 172,991

有形固定資産合計 3,397,284 4,174,388

無形固定資産   

のれん － 466,854

ソフトウエア 23,647 28,614

その他 6,627 6,469

無形固定資産合計 30,275 501,938

投資その他の資産   

投資有価証券 257,183 277,238

その他 400,147 452,168

貸倒引当金 △185,759 △196,992

投資その他の資産合計 471,571 532,414

固定資産合計 3,899,131 5,208,741

資産合計 9,389,578 11,532,430
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,207,967 1,492,552

短期借入金 1,772,710 3,456,800

未払金 427,094 419,723

未払法人税等 7,744 21,390

前受金 151,843 749,855

賞与引当金 23,161 35,248

製品保証引当金 40,262 102,775

その他 11,070 28,110

流動負債合計 3,641,854 6,306,456

固定負債   

長期借入金 499,400 407,460

退職給付引当金 31,626 133,307

役員退職慰労引当金 284,473 295,458

資産除去債務 － 46,369

その他 79,510 37,664

固定負債合計 895,009 920,259

負債合計 4,536,864 7,226,716

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,395,240 1,395,240

資本剰余金 1,909,398 1,909,398

利益剰余金 1,541,806 871,253

自己株式 △674 △699

株主資本合計 4,845,769 4,175,191

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,233 14,209

為替換算調整勘定 △17,621 85,611

その他の包括利益累計額合計 △16,388 99,820

新株予約権 23,333 30,701

純資産合計 4,852,714 4,305,714

負債純資産合計 9,389,578 11,532,430
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 2,276,029 2,742,384

売上原価 2,368,797 2,459,098

売上総利益又は売上総損失（△） △92,767 283,285

販売費及び一般管理費 783,508 1,072,048

営業損失（△） △876,275 △788,762

営業外収益   

受取利息 1,138 6,666

受取賃貸料 2,522 1,188

保険解約返戻金 － 39,707

受取配当金 1,013 1,706

為替差益 12,128 32,701

役員退職慰労引当金戻入額 － 39,011

雇用調整助成金 26,841 －

その他 3,260 35,785

営業外収益合計 46,904 156,767

営業外費用   

支払利息 5,587 20,882

リース解約損 18,541 －

その他 2,912 2,981

営業外費用合計 27,040 23,863

経常損失（△） △856,412 △655,858

特別利益   

固定資産売却益 793 377

特別利益合計 793 377

税金等調整前四半期純損失（△） △855,619 △655,480

法人税等 116,871 15,071

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △972,491 △670,552

四半期純損失（△） △972,491 △670,552
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △972,491 △670,552

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,103 12,976

為替換算調整勘定 10,496 103,232

その他の包括利益合計 15,599 116,209

四半期包括利益 △956,891 △554,343

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △956,891 △554,343

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △855,619 △655,480

減価償却費 164,746 210,385

のれん償却額 － 24,571

売上債権の増減額（△は増加） 751,414 672,228

たな卸資産の増減額（△は増加） △153,855 △571,751

仕入債務の増減額（△は減少） 43,086 166,375

前受金の増減額（△は減少） 189,914 166,270

その他 △290,500 △139,981

小計 △150,813 △127,382

法人税等の支払額 △9,733 △8,195

その他の支出 △3,436 △12,508

営業活動によるキャッシュ・フロー △163,983 △148,086

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △65,345 △291,187

無形固定資産の取得による支出 － △8,407

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 47,057

保険積立金の解約による収入 － 57,978

その他 △86,679 93,429

投資活動によるキャッシュ・フロー △152,024 △101,129

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,148 479,504

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △221,140 △208,920

自己株式の取得による支出 △30 △25

配当金の支払額 △10,123 △37

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,557 270,522

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,752 71,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △228,697 92,541

現金及び現金同等物の期首残高 1,385,956 683,095

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,157,259 775,637
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 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１  

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２  

プロセス機器
事業 

金型・樹脂 
成形事業 

売上高           

外部顧客への売上高  1,651,916  624,113  2,276,029  －  2,276,029

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

 －  2,191  2,191  △2,191  －

計  1,651,916  626,304  2,278,220  △2,191  2,276,029

セグメント損失（△）   △841,504  △34,770  △876,275  －  △876,275
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 第２四半期連結累計期間において、アプリシアテクノロジー株式会社の株式を取得し、アプリシアテクノロジ

ー株式会社及びその子会社３社を連結の範囲に含めております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ当第

２四半期連結累計期間の報告セグメントの資産の金額は、「プロセス機器事業」セグメントにおいて、

千円増加しております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動）  

 「プロセス機器事業」セグメントにおいて、アプリシアテクノロジー株式会社の株式を取得いたしました。な

お、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては 千円であります。  

  

（希望退職の実施について） 

 当社グループは、平成25年６月17日開催の取締役会決議により、事業構造改革の一環として組織や人員体制のス

リム化を図るため、希望退職者の募集を行い、下記のとおり平成25年８月５日に早期退職者を確定いたしました。

  

１．希望退職者募集の概要 

  

２．希望退職者募集の結果 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１  

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２  

プロセス機器
事業 

金型・樹脂 
成形事業 

売上高           

外部顧客への売上高  2,020,595  721,788  2,742,384  －  2,742,384

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

 －  1,953  1,953  △1,953  －

計  2,020,595  723,742  2,744,337  △1,953  2,742,384

セグメント利益又は損失（△）   △794,759  5,996  △788,762  －  △788,762

1,775,087

466,854

（７）重要な後発事象

（１） 募集人員  30名程度  

（２） 募集期間 平成25年６月19日から平成25年７月５日まで 

（３） 退職日 平成25年８月31日  

（４） 優遇措置 所定の退職金に特別加算金を上乗せして支給し、希望者には再就職支援を実施する。

（１） 早期退職者数  36名  

（２） 特別加算金等の額 
平成25年12月期第３四半期連結会計期間に特別加算金等（含む再就職支援費用）67百

万円（概算）を特別損失として計上する予定であります。 
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受注状況  

 当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。  

 （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。    

  

５．補足情報

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円） 

プロセス機器事業  2,447,276  3,444,213

  半導体装置  754,432  1,375,553

  搬送装置  763,834  687,155

  洗浄装置  449,625  168,012

  コーター  479,384  1,213,493

金型・樹脂成形事業  731,047  132,293

合計  3,178,323  3,576,507
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